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ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
レ
ス
ウ
エ
イ
ト
の
死
に
つ
い
て

ー
ー
ー
ロ
ン
ド
ン
・
ク
エ
ー
カ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
の
資
料
紹
介
ー
ー

里

木

章

は
じ
め
に

わ
た
く
し
は
、
二

O
O
二
年
六
月
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
レ
ス
ウ
エ
イ
ト
の
資
料
に
出
会
っ
て
以
後
、
休
み
を
利
用
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
ク

エ
ー
カ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
幸
い
二

O
O
五
年
に
は
短
期
研
究
休
暇
の
許
可
が
出
た
の
で
、
夏
休
み
の
約

一
ヶ
月
間
を
使
っ
て
そ
の
資
料
の
点
検
と
確
認
に
没
頭
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

長
く
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
レ
ス
ウ
エ
イ
ト
に
関
す
る
一
次
資
料
を
探
し
て
い
た
理
由
や
発
見
時
の
興
奮
ぶ
り
に
つ
い
て
は
先
に
報
告
し
た

の
で
(
『
聖
学
院
論
叢
』
第
十
六
巻
第
一
号

二
O
O
三
年
一
一
月
)
、

そ
ち
ら
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
わ
た
く
し
の
当
初
の
関
心

は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
レ
ス
ウ
エ
イ
ト
が
北
村
透
谷
の
思
想
形
成
あ
る
い
は
日
本
に
お
け
る
最
初
の
平
和
運
動
に
深
く
関
わ
る
具
体
的
な

様
相
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
八
八
六
年
五
月
に
吋
}
百
四
岳
町

F
S品
Z
B釘
ロ
自
己
∞

g
R
F
回
室
。
∞
2
-
o
q
の
ω与
EωmoE

年
六
月
に
東
京
赤
坂
で
召
天
し
た
彼
が
残
し
た
膨
大
な
手
紙
類
を
初
め
と
す
る
資
料
(
ク
エ
ー
カ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
そ
れ
を
十
三
個

し
か
し
、

と
し
て
来
日
し
、

一
九
二
二



の
大
型
紙
箱
に
収
納
し
て
保
管
し
て
い
る
)
を
読
め
ば
読
む
ほ
ど
、
彼
の
活
動
が
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
に
如
何
に
重
要
な
意
味
を

持
っ
た
か
を
思
わ
せ
ら
れ
る
。

先
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
(
あ
)

日
本
各
地
を
旅
行
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
書
類
を
販
売
す
る
書
庖
網
を
作
る
こ
と
、
(
い
)
主
と

し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
師
や
指
導
者
か
ら
各
地
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
実
情
を
聞
い
て
宣
教
師
・
指
導
者
の
相
互
連
携
と
協
力

体
制
を
模
索
し
た
こ
と

(
各
地
の
宣
教
者
名
と
そ
の
住
所
を
小
冊
子
に
し
て
毎
年
配
布
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
こ
で
紹
介
す
る
資

料
③
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
)
、
(
う
)
聖
書
を
初
め
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
の
た
め
の
基
本
的
な
書
籍
類
を
翻
訳
・
製
本
し
て
販
売
す
る

こ
と
、
(
え
)
ク
エ
ー
カ
ー
派
の
伝
道
雑
誌
『
聖
書
之
友
』
(
雑
誌
作
り
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
彼
の
姉
メ
リ

i
・
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・

ブ
レ
ス
ウ
ェ
イ
ト
で
あ
る
。
彼
女
は
、
赤
坂
病
院
を
創
立
し
て
貧
民
救
済
の
医
療
伝
道
を
し
て
い
た
眼
科
医
ウ
ィ
リ
ス
・
ホ
イ
ト
ニ

i

と
結
婚
し
て
一
八
八
六
年
三
月
に
来
日
し
た
)

の
製
本
・
販
売
を
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

ジョージ・ブレスウェイトの死について

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
重
要
な
活
動
と
し
て
、
(
お
)
在
日
米
公
使
館
の
通
訳
で
も
あ
っ
た
義
兄
ウ
ィ
ル
ス
・
ホ
イ
ト
ニ
!
と
協
力

し
て
外
国
人
が
日
本
政
府
に
旅
行
許
可
証
を
申
請
(
外
国
人
宣
教
師
・
伝
道
者
に
は
不
可
欠
の
手
続
き
で
あ
る
)
す
る
際
の
手
伝
い
を
す

る
こ
と
、
ま
た
こ
れ
と
の
関
連
で

(
か
)
大
日
本
帝
国
憲
法
や
各
地
の
条
例
を
英
訳
し
て
解
説
を
付
け
更
に
全
国
の
主
要
道
路
地
図
ま

で
も
付
け
た
外
国
人
の
た
め
の
旅
行
案
内
書
を
作
成
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
文
化
的
な
活
動
と
し

て
是
非
挙
げ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
レ
ス
ウ
ェ
イ
ト
の
活
動
を
具
体
的
に
明
か
す
資
料
に
つ
い
て
は
今
後
主
題
毎
に
翻
刻
・
紹
介
す
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
ロ
ン
ド
ン
の
ク
エ
ー
カ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
の
資
料

QHU--司
宮
∞
∞
∞
∞
C
)

の
う
ち
次
の
三
つ
の
資
料
即
ち
便
宜
的
に

「
死
亡
診
断
書
」

一
枚
、
②
『
聖
書
之
友
』
に
掲
載
さ
れ

番
号
を
付
し
て
示
し
た
①
一
九
二
一
一
年
六
月
一
八
日
に
彼
が
召
天
し
た
際
の

た
四
つ
の
追
悼
記
事
、
③
ロ
ン
ド
ン
で
ク
エ
ー
カ
ー
が
発
行
し
て
い
た
月
刊
誌
「
同
同
司
自
阿
見
匂
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
に
つ
い
て
翻

175 



刻
・
紹
介
し
た
い
。
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な
お
、
こ
こ
で
翻
刻
・
紹
介
す
る
資
料
に
は
説
明
や
訂
正
を
要
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
本
文
中
に

(
*
注
)

(
*
注
1
)
な
ど
を
挿
入
し
て
い
る
の
で
お
断
り
す
る
。

資
料
①

死
亡
診
断
書

園
籍

』・4

Z
内回丹時。ロ創出
-31

人
名
N

Z州
WB。
宮
司
己
-

男
女
ノ
別

ω

∞O
M円

職
業

(
ク
エ
ー
カ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵

、
同
同
一
宮
司
冨
∞
∞
mw
∞C
回
。
凶
∞
)

死
亡
診
断
書
写
注
1
)

沼山
J
a
H
(
凶
〉

z
d
打
開
問
同
，
H
一司
H

h

〉
叶
開

。
町1

口
開
〉
同
，
出

英
園
人

回
河
口
，
H

∞
出

ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
レ
ス
ウ
ェ
イ
ト

の
開
。
問
。
回
目
白
河
〉
円
、
吋
問
看
K
F
H
H
，開

男

生

一
八
六
一
年
三
月
五
日

冨
K
戸
戸
開

巴
岱
件
。
。
同
田
町
己
回

冨
向
。
げ
切
片
}
ニ
∞
色

件

宣
教
師

印

刷

M

円。
pwa位
。
図
。
同
・

0
の
の
ロ
唱
岱
止
。
ロ

一
九
三
二
年
六
月
一
八
日

最
後
ノ
診
察

宮同
ω
ω
H
O
Z
K
F
H
N
J
同

g
F
E
5
5
ω
H
|品
位
一
円

P
冨・

病
名。J
ロ
5
0
包
囲
内
田
口
巴
。
。
同
戸

g件
当
色
丹

心
臓
麻
痘

官
際
Frill}「
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何
百
σ巳
自
民
静
岡
り
ロ
ロ
2ML
口
町
0
2
2

N
∞也

H
W
Z
ω
w
g
w
z
o
m
-
ω
E
E
B
R
E
w
z
m砕
ωEWZ

J

問。付。
Fmw
白山

日)}回。ロ
0
・N
E
]戸
印
品
。

横
漬
市
中
匝
根
岸
町
仲
尾
二
八
九
一
番
地

電
話
2
一
五
四
六
番

ジ
ェ

l
・
ロ
ブ
ソ
ン

*
注
1

ゴ
シ
ッ
ク
部
分
は
印
刷
、
他
は
手
書
き
。

*
注
2

病
名
の
記
述
は
ラ
テ
ン
語
か
。
再
現
を
試
み
た
が
紹
介
者
・
黒
木
に
は
判
読
し
難
い
。

*
注
3

フ
ル
ト
ウ
エ
ン
グ
ラ

l
の
自
筆
サ
イ
ン
は
割
愛
し
た
。

資
料
②

『
聖
書
之
友
』
(
第
五
百
二
十
三
号

一
九
コ
二
年
七
月
二
十
日
発
行

ク
エ
ー
カ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵

、
『
一
何
一
宮
司
冨
∞

ω

mv

∞C
目
。
凶
印
)
掲
載
の
四
つ
の
記
事

プ
レ
ス
ウ
ェ
イ
ト
氏
の
永
眠
(
*
注
1
)

基
督
教
書
類
曾
社
の
社
長
で
あ
っ
て
、
我
が
聖
書
之
友
と
は
最
も
関
係
の
深
い
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
レ
ス
ウ
ェ
イ
ト
氏
が
去
る
六
月
十
八



日
午
前
四
時
十
五
分
享
年
七
十
一
歳
を
以
て
卒
然
と
し
て
永
眠
せ
ら
れ
た
。
同
氏
は
日
本
に
於
け
る
聖
書
之
友
の
創
立
者
で
あ
る
ド
ク

ト
ル
・
ホ
イ
ト
ニ

l
夫
人
(
*
注
2
)

の
賓
弟
で
あ
っ
て
、
最
初
英
園
聖
書
協
曾
の
事
業
開
拓
の
使
命
を
帯
び
て
我
が
日
本
に
派
遣
さ
れ
て

来
た
人
で
、

日
本
に
於
て
殆
ん
ど
初
代
か
ら
聖
書
の
出
版
と
其
頒
布
に
努
力
せ
ら
れ
た
忘
る
〉
出
来
得
な
い
隠
れ
た
る
思
人
で
あ
る
。

後
に
至
っ
て
基
督
教
書
類
曾
社
の
社
長
と
し
て
、
基
督
教
文
献
の
為
め
其
書
類
の
出
版
事
業
に
墨
さ
れ
た
る
事
は
賓
に
三
十
有
余
年
で
、

前
後
四
十
六
年
間
一
日
の
如
く
倦
ま
ず
繰
ま
ず
忠
賓
に
か
〉
る
隠
れ
た
る
奉
仕
に
一
身
を
ゆ
だ
ね
て
居
ら
れ
た
人
で
あ
る
。
同
氏
の
永

眠
の
悲
報
を
大
連
に
於
て
受
理
し
た
記
者
は
同
氏
を
追
憶
す
る
と
同
時
に
、
同
氏
の
日
常
を
熟
知
し
て
居
る
者
と
し
て
、
す
ぐ
心
に
浮

か
ん
だ
聖
言
は
『
確
く
し
て
揺
く
こ
と
な
く
、
常
に
励
み
て
主
の
事
を
務
め
よ
、
汝
等
そ
の
努
の
、
玉
に
あ
り
て
空
し
か
ら
ぬ
を
知
れ
ば

な
り
』
と
い
ふ
コ
リ
ン
ト
前
十
五
章
の
最
後
の
聖
句
で
あ
っ
た
。
賓
に
ブ
レ
ス
ウ
エ
イ
ト
氏
の
生
涯
は
、
此
聖
言
に
的
確
に
当
て
最
ま

る
の
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
同
氏
程
仕
事
に
熱
心
な
忠
賓
な
人
を
記
者
は
未
だ
曾
て
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ジョージ・プレスウエイトの死について

今
日
こ
そ
我
が
基
督
教
界
に
於
て
文
書
侍
道
が
旺
盛
を
極
め
て
居
る
が
、
こ
れ
が
進
展
を
計
っ
た
の
は
賓
に
ブ
レ
ス
ウ
ェ
イ
ト
氏
で

あ
っ
て
我
が
園
に
於
け
る
基
督
教
文
書
侍
道
に
於
け
る
功
績
は
貫
に
偉
大
な
る
も
の
で
あ
る
。
同
氏
は
元
来
言
葉
の
人
で
は
な
く
(
*
注
3
)

賓
行
の
人
で
あ
る
。
表
面
の
活
動
よ
り
も
隠
れ
た
る
所
に
於
て
熱
心
な
る
奉
仕
を
忠
賓
そ
の
も
の
〉
権
化
の
如
く
、
人
幾
倍
の
働
き
を

為
し
た
の
で
あ
る
。

同
氏
は
園
際
的
の
人
で
あ
っ
て
、
其
家
庭
は
い
つ
も
内
外
人
の
来
客
を
以
て
満
た
さ
れ
て
居
っ
た
。
愛
情
の
こ
ま
や
か
な
親
切
な
人

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
聖
書
は
勿
論
、
語
皐
及
び
考
古
皐
の
大
家
で
あ
っ
て
其
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
甚
だ
多
い
。
非
常
に
面
白
い
奇
想
天

外
か
ら
落
ち
る
と
謂
っ
た
や
う
な
性
格
が
一
面
に
あ
っ
て
、
外
人
と
し
て
殊
に
漢
皐
の
素
養
が
深
く
、
時
折
ユ

l
モ
l
ア
な
事
を
陳
べ

て
人
を
よ
く
笑
は
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
氏
の
家
庭
に
由
て
霊
的
の
感
化
と
其
恩
顕
を
受
け
た
る
者
は
無
数
で
あ
る
。
殊
に
外
園
宣
教

師
等
は
同
氏
の
家
庭
を
殆
ん
ど
里
親
の
如
く
思
意
し
て
居
ら
れ
た
と
は
其
述
懐
で
あ
る
。
同
氏
に
関
し
て
津
山
述
べ
度
い
け
れ
ど
誌
面

179 



の
余
裕
が
な
い
の
で
、
最
後
に
音
一
つ
特
筆
す
べ
き
事
は
、
同
氏
が
ク
エ
カ

I
派
の
堅
賓
な
る
信
仰
を
以
て
居
ら
れ
た
事
で
、
信
念
に

180 

於
て
は
極
め
て
保
守
的
で
あ
っ
た
が
愛
情
に
於
て
は
極
め
て
虞
く
、
其
人
格
は
最
後
に
於
て
愈
々
陶
治
練
磨
せ
ら
れ
、
純
潔
な
る
聖
徒

と
し
て
貫
に
神
々
し
た
域
に
ま
で
達
し
た
事
で
あ
る
。

*
注
1

*
注
2

こ
こ
に
は
筆
者
の
名
前
が
な
い
。
雑
誌
の
表
紙
に
印
刷
さ
れ
た
「
目
次
」
に
は
山
口
瀧
造
と
あ
る
。

ク
エ
ー
カ
ー
派
で
は
一
八
八
三
年
一
月
に
『
聖
書
之
友
日
課
表
』
を
創
刊
、
こ
れ
が
八
八
年
一
月
に
『
聖
書
之
友
月
報
』
、
九
二
年
九
月
に
『
聖
書
之

友
雑
誌
』
、
更
に
同
年
一
二
月
に
『
聖
書
之
友
』
と
誌
名
を
変
え
て
い
る
。
こ
の
筆
者
は
こ
う
い
う
変
化
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

資
料
③
に
は

ztEoσ
ミ
}
弱
者

g
g
z
E
E
3
F
8
5宮島同
H
H
O

己
吉
田
旬
。
ゅ
の
『
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
所
謂
「
ど
も
り
」
の
癖
が
あ
っ
て
、
彼
は

話
す
こ
と
が
得
意
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
多
く
の
詩
の
創
作
や
膨
大
な
手
紙
類
を
書
き
残
し
た
彼
の
性
癖
は
こ
の
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

*
注
3

老
聖
徒
を
憶
ふ

御

牧

生
(
*
注
4
)

我
邦
在
留
の
英
米
宣
教
師
聞
に
先
輩
と
し
て
、
英
園
人
間
に
は
最
古
参
者
と
し
て
、
大
に
尊
敬
せ
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
多
く
の

邦
人
基
督
者
に
、
多
数
の
畢
生
青
年
に
、
大
に
敬
愛
せ
ら
れ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
レ
ス
ウ
エ
イ
ト
氏
は
、
去
る
五
月
下
旬
頃
よ
り
急
性
閥

節
炎
に
躍
り
大
に
悩
ま
さ
れ
、
赤
坂
匝
氷
川
町
の
宅
に
て
療
養
中
の
慮
、
心
臓
病
を
併
設
し
、
去
月
十
八
日
午
前
四
時
十
五
分
、
主
に

在
て
勝
利
と
平
安
と
の
裡
に
召
を
蒙
り
昇
天
さ
れ
た
。
行
年
七
十
一
で
、
明
治
十
九
年
に
、
二
五
歳
の
時
、
英
園
聖
書
曾
社
日
本
支
肩

長
と
し
て
横
演
に
来
ら
れ
、
其
後
基
督
教
書
類
曾
社
長
と
し
て
、
専
ら
基
督
教
文
書
惇
道
に
力
を
つ
く
さ
れ
た
其
四
十
六
年
間
の
生
涯

は
賓
に
貴
い
も
の
で
あ
っ
た
同
氏
は
世
の
耳
目
を
ひ
く
や
う
な
活
動
家
で
は
な
か
っ
た
が
、
隠
れ
た
聖
き
生
涯
を
送
く
ら
れ
た
神
の
聖

F 



可守

徒
で
あ
っ
た
。
私
は
今
此
老
聖
徒
、
此
世
を
出
設
さ
れ
た
此
隠
く
れ
た
人
を
憶
ひ
つ
つ
あ
る
が
、
自
分
の
同
氏
に
つ
き
、
知
り
て
居
る

慮
の
事
ど
も
を
少
し
ば
か
り
記
し
て
み
た
い
と
思
ふ
。

A
初
封
面
の
時

明
治
二
十
八
年
十
二
月
の
下
旬
推
し
詰
ま
っ
た
時
で
あ
っ
た
。
私
が
福
音
の
召
を
蒙
り
て
立
ち
上
り
た
其
翌
年
で
、

一
個
の
青
年
停

惇
道
者
と
し
て
の
頃
で
あ
っ
た
。
上
海
香
港
銀
行
の
切
手
を
振
替
て
貰
ふ
た
め
に
、
同
氏
を
横
漬
山
手
の
宅
に
訪
問
し
た
其
時
同
氏
は

感
回
目
に
犯
さ
れ
て
臥
床
し
て
居
ら
れ
た
が
、
未
だ
曾
て
一
面
識
も
な
い
一
青
年
を
、
賓
に
其
病
室
に
通
し
て
、
其
慮
で
親
し
く
面
曾
し

て
く
れ
た
。
臥
床
し
た
ま
〉
で
あ
っ
た
が
、
満
面
微
笑
を
た
〉
へ
て
迎
へ
ら
れ
た
其
時
の
温
容
と
態
度
と
は
=
一
十
七
年
を
経
過
し
た
今

日
で
も
忘
る
〉
こ
と
が
で
き
な
い
。
用
件
が
す
ん
で
か
ら
、
茶
菓
を
出
し
て
も
て
な
し
て
く
れ
た
が
其
時
の
菓
子
が
ク
リ
ス
マ
ス
プ
ツ

チ
イ
ン
グ
で
、
貧
乏
な
一
青
年
洋
菓
を
口
に
す
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
り
、
特
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
ツ
チ
イ
ン
グ
な
ど
は
全
く
は
じ

ジョージ・プレスウェイトの死について

め
の
も
の
で
、
其
時
同
氏
は
其
菓
子
に
つ
き
懇
切
に
教
へ
て
呉
れ
た
。
後
に
英
園
人
の
慮
で
其
同
じ
菓
子
で
も
て
な
し
を
受
る
度
毎
に
、

私
は
其
時
の
こ
と
を
必
ず
思
出
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
自
分
の
霊
魂
に
記
銘
さ
れ
た
の
は
、
神
の
聖
言
で
あ
る
。
其
時
其
病
室

の
壁
に
小
さ
い
額
が
懸
け
で
あ
っ
た
。
同
氏
は
そ
れ
を
さ
し
、
あ
れ
は
私
の
母
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
語
り
、
其
聖
言
を
讃
ん

で
き
か
せ
て
く
れ
、
な
に
た
い
し
た
説
明
も
解
稗
も
加
へ
な
か
っ
た
が
、
祈
祷
の
う
ち
に
き
か
さ
れ
た
聖
言
は
聖
霊
に
由
て
深
く
刻
記

さ
れ
た
。

『
汝
等
目
を
醒
し
堅
く
信
仰
に

立
て
丈
夫
の
ご
と
く
強
か
れ
』
(
寄
前
二
ハ

O
二
ニ
)

聴
か
さ
れ
、
見
せ
ら
れ
た
、
私
の
心
に
は
、
光
り
輝
く
金
文
字
の
や
う
に
、
見
え
た
、
鰯
れ
た
、
記
る
さ
れ
た
。

『
草
は
枯
れ
、
花
は
落
つ
、
さ
れ
ど
神
の
御
言
は
永
遠
に
保
つ
』
も
の
で
あ
る
。
聖
言
は
活
け
る
限
り
な
く
保
つ
、
員
に
生
命
の
言
で
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あ
る
。
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企
ム
デ
l
の
説
教
英
長
詩

日
私
は
午
餐
に
招
か
れ
て
行
た
が
、

そ
れ
か
ら
余
程
た
っ
た
後
の
こ
と
で
、
氏
は
な
ほ
濁
身
で
麹
町
土
手
番
町
の
閑
静
な
家
に
住
ん
で
居
ら
れ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
或

そ
の
あ
と
で
、
す
ぐ
に
書
斎
で
、
讃
ん
で
き
か
せ
て
く
れ
た
の
は
、
米
園
の
有
名
な
大
惇
道
者
ム

デ
i
氏
の
説
教
集
の
中
よ
り
『
基
督
は
一
切
の
一
切
』
で
あ
る
と
白
ふ
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
聴
て
居
る
う
ち
に
驚
い
た
こ
と
は
、
元

来
ム
デ
!
と
白
ふ
人
は
、
未
信
者
向
き
の
極
て
車
純
な
平
凡
な
説
教
を
す
る
人
で
あ
る
と
の
み
思
ふ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
主

キ
リ
ス
ト
は
我
等
の
す
べ
て
の
す
べ
て
で
あ
る
と
白
ふ
、
賓
に
深
い
高
い
こ
と
を
閲
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
驚
く
の
は
嘗
然
で
あ
る

が
、
強
く
感
じ
、
深
く
教
へ
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
績
て
、
讃
ん
で
く
れ
た
の
は
、
蘇
園
の
古
い
侍
道
者
サ
ム
エ
ル
・
ル
ウ
サ
フ
オ
ド
の

臨
終
の
際
の
言
を
と
り
て
長
い
詩
に
詠
じ
た
『
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
の
地
に
止
る
栄
光
、
栄
光
』
と
白
ふ
も
の
で
、
句
々
言
々
天
の
音
楽
を

き
く
や
う
な
心
地
が
し
て
、
霊
魂
は
と
か
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
す
ぐ
に
共
に
脆
い
て
祈
祷
を
献
げ
た
が
、
聖
霊
に
由
て
聖
臨
在
は
輝
い

て
、
其
室
は
吾
等
に
は
至
聖
所
と
な
っ
た
。
私
は
今
も
な
ほ
そ
の
時
に
う
け
た
霊
威
は
心
に
残
り
て
居
る
や
う
な
気
が
す
る
。

企
多
数
の
青
年
を
導
い
た

前
に
も
白
ふ
た
や
う
に
、
氏
は
我
邦
の
皐
生
青
年
を
多
く
愛
し
て
主
に
導
い
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
は
汽
車
や
電
車
の
中
で
、
僅
少

な
言
を
交
へ
て
接
近
し
、
互
に
名
刺
の
と
り
や
り
を
し
て
、

そ
れ
か
ら
小
冊
子
や
聖
書
を
送
り
、
自
宅
に
招
待
し
て
親
し
く
交
り
て
福

音
を
語
り
祈
祷
り
て
導
く
、

そ
ん
な
教
導
を
う
け
た
青
年
が
私
の
知
っ
て
居
る
だ
け
で
も
多
数
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
大
政
黛
の
新
進

の
政
治
家
も
あ
る
、
教
育
家
も
あ
る
。
教
役
者
も
あ
る
。
去
る
二
十
日
の
三
田
聖
坂
友
曾
集
合
田
所
の
葬
式
に
も
、
そ
れ
ら
の
方
々
が
列

せ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
私
は
講
壇
の
上
か
ら
、
御
互
に
青
年
時
代
に
導
か
れ
た
時
の
こ
と
を
思
ひ
出
し
て
、
う
け
た
聖
言
を
思
ひ
出
し

て
『
救
の
喜
』
を
新
た
に
し
て
い
た
だ
き
、
『
初
の
愛
に
』
蹄
ら
う
で
は
な
い
か
と
、
叫
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
。



明・0;

企
聖
書
の
原
語
に
精
通
し
た
人

氏
の
父
な
る
方
は
英
闘
は
勿
論
で
あ
る
が
、
欧
州
大
陸
で
も
屈
指
の
ヘ
ブ
ル
語
の
大
家
で
あ
っ
た
さ
う
で
、

そ
の
父
を
も
っ
氏
も
ま

た
聖
書
の
原
語
に
精
通
さ
れ
た
皐
者
で
あ
っ
た
。
時
々
訪
問
し
て
は
、
奮
新
約
聖
書
中
の
大
切
な
る
聖
言
に
つ
き
、
原
語
の
意
味
に
つ

き
懇
切
な
丁
寧
な
教
へ
を
う
け
た
こ
と
が
度
々
で
あ
っ
た
。
私
が
聖
書
講
解
に
於
て
、
ま
た
説
教
に
於
て
、
原
語
の
意
味
は
さ
う
で
あ

る
、
か
う
で
あ
る
と
説
明
し
た
り
、
講
述
す
る
こ
と
の
あ
る
、

そ
の
大
部
分
は
、
同
氏
か
ら
教
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
氏
は
ヘ
ブ
ル

語
や
、
グ
リ
シ
ヤ
語
に
精
通
し
た
ば
か
り
で
な
く
平
注
5
)

、
濁
乙
語
に
も
偶
語
に
も
通
じ
て
居
ら
れ
た
。
ま
た
今
で
は
全
く
通
用
せ
な
い
、

古
い
蘇
園
語
に
も
精
通
せ
ら
れ
て
、
古
い
聖
書
研
究
曾
の
話
を
、
其
古
書
か
ら
英
中
評
さ
れ
て
出
版
に
な
っ
て
居
る
も
の
も
あ
る
在
6
)

。

元
来
同
氏
は
寡
言
沈
黙
の
人
で
墜
者
で
あ
る
に
も
係
ら
ず
、
少
し
も
皐
者
ぷ
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
賓
に
奥
ゆ
か
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

企
救
霊
の
熱
情
に
燃
え
た

ジョージ・ブレスウェイトの死について

無
口
な
人
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の
青
年
を
導
い
た
同
氏
は
、
伝
道
曾
に
自
ら
出
席
せ
ら
れ
て
、
祈
祷
を
も
て
助
け
ら
れ
た
。

近
い
頃
の
事
で
其
一
例
を
あ
ぐ
る
な
ら
ば
、
昨
年
の
秋
、
私
の
四
男
の
葬
式
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
命
日
葬
者
の
大
多
数
は
殆
ど
皐
生

で
、
中
皐
生
の
同
級
生
や
友
人
も
あ
り
、

小
島
十
時
代
の
同
級
生
や
友
人
も
あ
り
、
日
曜
皐
校
生
徒
の
友
人
も
あ
り
、

又
運
動
の
友
人
も

あ
る
。
彼
の
時
、

日
曜
皐
校
の
一
教
師
が
立
て
略
歴
を
讃
み
其
信
仰
の
生
涯
に
及
ぶ
や
、

一
同
深
く
感
じ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
其
夫
人

と
共
に
曾
葬
さ
れ
た
同
氏
は
、
数
日
後
面
合
同
し
た
時
に
、
さ
も
口
惜
し
い
や
う
に
左
の
言
を
も
ら
し
た
。

『
あ
の
時
に
私
は
あ
の
津
山
の
青
年
た
ち
を
見
て
い
た
が
、
み
な
深
く
感
じ
て
涙
を
流
さ
な
か
っ
た
人
は
、
一
人
も
な
か
っ
た
ゃ
う
で

あ
る
。
我
は
惜
し
い
こ
と
を
し
た
と
思
ふ
、

な
ぜ
な
れ
ば
彼
の
時
に
す
ぐ
に
救
霊
曾
を
聞
い
た
ら
、
あ
の
青
年
た
ち
は
み
な
救
は
れ
た

と
思
ふ
。
中
田
監
督
は
、
ド
ウ
し
た
の
で
し
ゃ
う
、
惜
し
い
こ
と
を
し
ま
し
た
、
残
念
で
す
』

か
く
申
さ
れ
た
氏
の
眼
中
に
も
心
中
に
も
、
葬
式
、
儀
式
、

と
か
白
ふ
も
の
は
、
更
に
な
く
て
、

た
だ
霊
魂
ば
か
り
で
あ
っ
た
や
う
に
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思
は
れ
た
。
氏
は
沈
黙
の
人
で
あ
っ
た
が
、
其
時
に
は
能
力
も
て
る
雄
塀
家
の
や
う
で
あ
っ
た
の
は
、
た
し
か
に
其
心
に
救
霊
の
熱
情

184 

が
燃
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

我
等
に
も
欲
し
い
も
の
は
、
塀
舌
で
な
い
、
言
語
で
な
い
、
そ
の
熱
情
、
霊
魂
に
向
ふ
熱
情
で
あ
る
。
聖
書
の
火
で
あ
る
。

企
宗
教
詩
人
で
あ
っ
た

氏
の
母
な
る
方
が
詩
人
で
あ
っ
た
。
『
櫨
遺
の
讃
歌
』
と
題
す
る
小
冊
子
は
母
堂
の
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
其
家
庭
が
信
仰
の
あ

る
聖
い
家
庭
で
あ
っ
た
と
思
は
る
〉
の
で
あ
る
。
氏
の
令
姉
ホ
イ
ト
ニ
!
夫
人
か
ら
私
は
青
年
時
代
に
英
宗
教
詩
に
つ
き
大
に
教
へ
ら

れ
た
が
、
其
令
弟
で
あ
る
同
氏
か
ら
も
英
宗
教
詩
に
つ
き
教
へ
ら
れ
た
慮
が
多
く
あ
る
。
同
氏
は
古
い
詩
歌
を
小
紙
片
に
し
て
印
刷
し

て
配
付
さ
れ
た
が
、
氏
の
創
作
も
あ
る
(
*
注
7
)
。
後
に
い
つ
か
遺
稿
が
出
版
さ
る
〉
で
あ
ら
う
。

『
ル
ウ
サ

I
の
園
よ
り
の
詩
歌
』
と
題
す
る
、
濁
乙
の
中
世
紀
時
代
の
宗
教
詩
歌
を
あ
つ
め
た
極
て
古
い
貴
重
な
書
を
恵
ん
で
く
れ
た
が

今
や
私
に
と
り
て
は
大
切
な
記
念
の
も
の
で
あ
る
。
『
汝
自
身
と
我
』
と
い
ふ
表
題
の
、
濁
乙
の
聖
者
テ
ル
ス
チ
ケ
ン
の
文
書
の
抜
奉
し

た
小
冊
子
も
、
久
し
い
以
前
に
氏
よ
り
贈
物
と
し
て
う
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
私
の
旅
行
中
常
に
携
帯
し
た
も
の
で
あ
る
。

企
「
神
に
曾
ふ
備
せ
よ
」

恐
ろ
し
い
此
末
の
日
に
於
て
、
賓
血
を
崇
め
聖
霊
を
崇
め
て
、
輝
け
る
望
を
抱
き
、
愛
に
燃
や
さ
れ
、
堅
く
信
仰
に
立
ち
て
、
静
か

に
神
と
共
に
、
此
異
邦
の
地
に
あ
り
て
歩
ん
だ
聖
徒
の
生
涯
の
馨
香
は
賓
に
か
ぐ
は
し
い
も
の
で
あ
る
。
人
の
此
世
に
於
る
事
業
な
る

も
の
は
、
其
人
が
此
世
を
去
る
と
共
に
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
ぬ
が
、
其
聖
い
生
涯
の
感
化
な
る
も
の
は
永
遠
に
不
朽
で
あ
る
。

血
で
、
聖
言
で
、
聖
霊
で
、
全
く
造
り
上
げ
ら
れ
た
、
神
の
聖
徒
の
人
格
の
感
化
は
、
賓
に
尊
い
。

私
は
氏
が
永
眠
さ
る
る
一
週
間
前
に
、
北
海
道
に
向
ひ
旅
行
す
る
前
日
に
其
病
床
に
見
舞
ふ
た
が
、
急
性
関
節
炎
の
た
め
に
四
肢
は

包
帯
さ
れ
て
苦
痛
の
中
に
あ
る
も
、
な
ほ
微
笑
を
も
ら
し
て
挨
拶
さ
れ
た
其
元
気
あ
る
顔
を
見
失
ふ
こ
と
が
で
き
な
い
。

車F



切
迫
し
た
時
に
其
令
息
か
ら
費
四
三

O
一
の
聖
言
を
聞
か
さ
れ
た
其
際
に
『
大
丈
夫
』
だ
と
元
気
よ
く
答
へ
ら
れ
た
。

も
は
や
昏
睡
状
態
に
陥
ゐ
り
意
識
も
不
明
瞭
に
な
り
つ
〉
あ
る
其
最
後
の
瞬
間
に
、
眠
よ
り
さ
め
た
る
や
う
に
、
両
眼
を
ば
。
は
ち
り

と
聞
い
て
、
天
を
仰
い
で
、
輝
け
る
顔
を
以
て
『
オ

i
主
よ
』
と
叫
ん
だ
の
が
、
最
後
で
あ
っ
た
さ
う
で
あ
る
。

其
時
に
此
老
聖
徒
の
上
に
天
は
聞
か
れ
、
神
の
栄
光
の
右
に
立
ち
た
ま
ふ
主
イ
エ
ス
を
拝
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

『
エ
ホ
バ
を
仰
ぎ
の
ぞ
み
て
光
を
か
う
ぶ
れ
り
』

『
光
に
あ
る
聖
徒
と
し
て
、
其
愛
子
の
園
に
還
さ
れ
た
り
』

其
夫
人
の
詮
す
る
よ
庖
に
よ
れ
ば
、
此
数
年
は
、
主
の
御
再
臨
を
待
望
む
心
は
あ
っ
く
せ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
最
近
の
日
誌
に

も
、
主
再
臨
の
近
く
あ
る
こ
と
を
深
く
感
じ
て
主
を
切
に
待
望
む
こ
と
が
記
さ
れ
て
あ
る
。

私
共
も
此
老
皐
徒
の
生
涯
を
憶
ひ
、
賓
血
を
崇
め
、
聖
言
を
崇
め
、
聖
霊
を
崇
め
、
、
玉
を
迎
へ
奉
る
備
を
し
た
い
。

ジョージ・プレスウェイトの死について

救
霊
の
熱
情
に
も
や
さ
れ
て
、

一
人
で
も
多
く
、
霊
魂
を
主
に
導
き
た
い
。

昭
和
六
年
六
月
二
十
日
の
日
暮
時
、
青
山
墓
地
に
、

そ
の
な
き
が
ら
を
埋
む
る
其
時
、
我
等
は

『
そ
れ
主
は
、
競
令
と
御
使
の
長
の
撃
と
神
の
ラ
ッ
パ
と
共
に
、

み
づ
か
ら
天
よ
り
降
り
た
ま
は
ん
、

そ
の
時
キ
リ
ス
ト
に
あ
る

死
人
ま
づ
匙
り
、
後
に
生
き
て
存
れ
る
我
ら
は
彼
ら
と
共
に
雲
の
う
ち
に
取
り
去
ら
れ
空
中
に
て
主
を
迎
へ
、

か
く
て
い
つ
ま
で

も
主
と
借
に
居
る
べ
し
、

さ
れ
ば
此
等
の
言
を
も
て
互
に
相
慰
め
よ
』

(
撤
前
四

O
一
六
|
一
八
)

と
の
聖
言
に
て
今
一
度
更
に
望
を
新
に
さ
れ
た
。

さ
き
だ
ち
し
友
の
か
た
み
の
旅
衣

ま
と
ひ
て
同
じ
み
ち
も
や
た
ど
ら
ん

185 
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*
注
4

*
注
5

雑
誌
の
表
紙
に
印
刷
さ
れ
た
「
目
次
」
で
は
御
牧
硯
太
郎
と
な
っ
て
い
る
。

彼
の
蔵
書
の
中
に
ギ
リ
シ
ャ
語
・
一
六
一
一
年
の
英
訳
・
一
八
八
一
年
の
英
訳
の
三
つ
を
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
に
並
べ
て
読
む
こ
と
の
で
き
る

『
聖
書
』
一
冊
(
図
。
}
己
に
収
納
)
が
あ
る
。

プ
レ
ス
ウ
エ
イ
ト
述
、
『
古
き
昔
説
話
』
(
明
治
二
四
年
三
月
倫
敦
聖
教
書
類
会
社
刊
全
一
四
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
小
冊
子
が
あ
る
(
回
O
M
G
に

収
納
)
。
こ
の
小
冊
子
は
彼
が
英
訳
し
た
も
の
を
更
に
和
訳
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
「
昔
説
話
」
に
は
「
む
か
し
ぱ
な
し
」
と
い
う
ル

ビ
が
つ
い
て
い
る
。

注
3
で
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
多
く
の
詩
を
書
い
て
い
る
。
印
刷
・
製
本
さ
れ
た
詩
集
は
な
い
が
、

冊
が
残
っ
て
い
る
(
回
C
凶
∞
に
収
納
)
。

ノ
ー
ト
状
の
詩
集
三

*
注
6

*
注
7

ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
レ
ス
ウ
ェ
イ
ト
氏
の
略
暦

ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
レ
ス
ウ
エ
イ
ト
氏
は
一
八
六
一
年
三
月
五
日
英
園
ロ
ン
ド
ン
に
於
て
ジ
ョ
セ
フ
・
ビ

l
ヴ
ァ
ン
、

マ
ル
サ
・
ブ
レ
ス

エ
l
ト
氏
の
第
七
子
(
第
二
男
)
と
し
て
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
ブ
レ
ス
ウ
エ
イ
ト
家
は
第
十
七
世
紀
即
ち
ク
エ
ー
カ
ー
と
呼
ば
れ
た

基
督
友
曾
誕
生
以
来
こ
の
教
園
に
属
し
て
ゐ
た
奮
家
で
あ
り
、
而
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
レ
ス
ウ
ェ
イ
ト
氏
の
育
て
ら
れ
た
家
庭
は
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
に
封
す
る
愛
と
奉
仕
に
満
ち
た
宗
教
的
家
柄
で
あ
り
ま
し
た
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
レ
ス
ウ
エ
イ
ト
氏
は
齢
十
二
歳
の
時
信
仰
の
生
活
に
入
り
、
教
育
を
終
っ
て
後
、
ウ
エ
ス
ト
モ

l
ラ
ン
ド
の
ケ
ン
ダ

ル
で
伯
父
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
イ
ド
・
ブ
レ
ス
ウ
ェ
イ
ト
氏
の
業
に
従
っ
て
居
り
ま
し
た
。
併
し
、
や
が
て
主
の
召
を
感
じ
博
道
の
使

命
を
帯
び
其
奉
仕
に
身
を
献
、
ぐ
る
決
心
を
致
し
ま
し
て
、
一
八
一
六
年
平
注
8
)

五
月
二
十
九
日
齢
二
十
五
歳
を
以
の
英
園
聖
書
協
曾
代
表



可'!"'~

と
し
て
横
皆
、
に
上
陸
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
彼
は
爾
来
聖
書
出
版
の
委
員
と
し
て
三
十
五
年
、
委
員
長
と
し
て
二
十
年
の
長
い

歳
月
の
間
蓋
粋
せ
ら
れ
、
殊
に
日
本
在
住
の
初
期
は
聖
書
協
舎
の
任
務
を
帯
び
て
殆
ど
日
本
全
園
を
隅
な
く
旅
行
し
、
別
け
て
明
治
の

初
代
に
於
て
交
通
の
不
便
の
折
柄
、
或
は
数
週
間
或
は
数
ヶ
月
に
渉
る
長
期
の
旅
行
の
努
苦
は
容
易
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
け

れ
ど
福
音
の
諮
詞
の
為
め
、
聖
書
の
普
及
の
為
に
斯
か
る
困
難
を
厭
は
ず
献
身
的
に
努
力
を
さ
れ
ま
し
た
。

聖
書
協
舎
の
責
任
を
ま
ぬ
か
れ
た
後
、

一
九

O
一
年
、
基
督
教
書
類
曾
社
の
責
任
を
担
ひ
、
爾
来
三
十
年
間
文
書
停
道
に
従
事
し
、

死
に
至
る
ま
で
忠
賓
に
其
職
責
を
蓋
し
ま
し
た
。

一
九

O
一
年
二
月
、
彼
は
レ
テ
イ
シ
ヤ
・
イ

i
・
レ
ツ
シ
ュ
と
結
婚
し
家
庭
生
活
を
営
み
ま
し
た
。
其
嗣
子
ジ
ョ
ー
ジ
・
パ

l
ナ

ム
・
ブ
レ
ス
ウ
エ
イ
ト
氏
及
其
妻
は
現
今
、

ア
メ
リ
カ
友
曾
惇
道
命
日
に
所
属
し
て
惇
道
に
従
事
致
し
て
居
り
ま
す
。

幼
少
の
頃
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
レ
ス
ウ
エ
イ
ト
氏
は
決
し
て
頑
丈
な
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
に
出
立
前
、
生
命
保
険
に

ジョージ・プレスウェイトの死について

加
入
せ
ん
と
し
て
加
入
し
得
な
か
っ
た
程
で
あ
り
ま
し
た
が
、
晩
年
に
及
ん
で
非
常
に
強
壮
に
な
り
今
年
三
月
彼
の
第
七
十
回
誕
生
祝

賀
に
集
っ
た
友
人
達
は
、
あ
れ
程
元
気
な
彼
を
見
た
事
は
曾
つ
て
な
か
っ
た
と
申
し
た
程
で
あ
り
ま
す
。
五
月
の
末
頃
彼
は
健
康
を
損

じ
、
六
月
一
日
彼
が
曾
っ
て
四
度
苦
し
ん
だ
リ
ウ
マ
チ
ス
で
あ
る
と
い
ふ
診
断
を
受
け
ま
し
た
。
多
少
の
心
配
は
あ
り
ま
し
た
が
六
月

さ
し
た
る
事
と
も
思
は
れ
ま
せ
ん
で
し
た
な
繍
じ
、
突
然
同
日
正
午
の
頃
よ
り
重
態
に
陥
り
ま
し
た
。
以
来
常

十
五
日
に
至
る
ま
で
、

に
危
険
状
態
を
維
持
し
、
最
後
に
古
っ
て
十
二
時
間
も
引
績
い
た
意
識
不
明
の
後
、
初
め
て
目
を
聞
き
、
明
瞭
に
『
主
よ
』
と
の
一
言

を
残
し
て
六
月
十
八
日
午
前
四
時
十
五
分
、
傍
に
ゐ
る
者
も
殆
ん
ど
気
附
ぬ
程
静
か
に
安
ら
か
に
眠
り
に
つ
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

彼
の
地
上
に
於
る
最
後
の
言
葉
が
、
初
め
故
国
に
於
て
、
亦
爾
来
四
十
五
年
の
長
き
歳
月
に
於
て
、
彼
が
愛
し
選
び
採
っ
た
日
本
の

園
に
於
て
、
仕
へ
ま
つ
ら
ん
と
願
ひ
求
め
た
も
の
〉
聖
名
で
あ
っ
た
こ
と
は
相
臆
し
い
事
だ
と
思
は
れ
ま
す
。

(
右
は
六
月
廿
日
聖
坂
の
フ
レ
ン
ド
教
曾
に
於
け
る
葬
儀
の
式
場
に
於
て
、
同
派
年
命
日
議
長
平
川
正
幸
町
氏
の
朗
読
せ
る
も
の
な
り
)

187 



*
注
8

一
八
八
六
年
の
誤
り

188 

主主=
長長

幸R

ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
レ
ス
ウ
ェ
イ
ト
氏
の
葬
儀

基
督
教
書
類
曾
社
の
社
長
で
あ
り
、

日
本
の
聖
書
之
友
に
採
つ
て
は
忘
る
〉
事
の
出
来
な

い
恩
入
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
レ
ス
ウ
ェ
イ
ト
氏
は
去
る
六
月
十
八
日
午
前
四
時
十
五
分
天
父
の
召
を
受
け
て
安
ら
か
に
永
眠
せ
ら
れ

た
。
行
年
七
十
一
歳
。
哀
悼
の
念
に
堪
へ
な
い
。
葬
儀
は
同
月
二
十
日
午
後
二
時
芝
匝
三
田
功
運
町
聖
坂
、
基
督
友
曾
に
於
て
執
行
せ

ら
れ
た
(
*
注
9
)

。
内
外
の
曾
葬
者
無
慮
敷
百
名
。
盛
大
な
る
葬
儀
で
あ
っ
た
。
か
く
て
即
日
青
山
墓
地
の
ド
ク
ト
ル
・
ホ
イ
ト
ニ
!
の

母
堂
ア
ン
ナ
・
エ
ル
・
ホ
イ
ト
ニ

l
の
墓
の
側
ら
に
埋
葬
せ
ら
れ
た
。
同
氏
の
逝
去
は
我
園
の
基
督
教
文
書
停
道
に
採
り
て
は
賓
に
一

大
損
失
で
あ
り
、
亦
一
大
打
撃
で
あ
る
。
併
し
神
は
此
事
業
の
後
縫
者
と
し
て
令
息
パ

l
ナ
ム
・
ブ
レ
ス
ウ
エ
イ
ト
氏
を
起
し
、
隅
谷

己
三
郎
氏
、
戸
田
建
治
氏
等
の
補
導
に
依
っ
て
、
曾
社
の
事
業
が
経
営
せ
ら
れ
、
支
障
な
か
ら
し
め
給
ふ
に
至
っ
た
事
は
感
謝
の
至
り

で
あ
る
。

(
写
真
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
レ
ス
ウ
エ
イ
ト
氏
)

*
注

9

こ
の
葬
儀
の
総
理
は
隅
谷
巳
三
郎
が
務
め
た
。
ま
た
こ
の
と
き
に
配
布
さ
れ
た
印
刷
物
-
Z
F
C
ヨZ
の
〉
Z
ロ

H
V

一同局∞何一司
d
F
同一何一宮何一
ζ
回
開
〉

zn開
。
向
。
開
(
)
問
。
何
回
同
区
寸
国
当
民
同
，
H
W

と
い
う
莱
は
君
・
∞
・
ヲ
ル
ト
ン
の
詩
を
付
し
て
、
」
ブ

レ
ス
ウ
エ
イ
ト
の
人
柄
を
よ
く
現
す
も
の
に
な
っ
て
い
る
(
図
。
凶
∞
に
収
納
)
。

*
注
目

写
真
は
割
愛
し
た
。
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O
n
 the 18th of June n

e
w
s
 w
a
s
 received by cable from Japan of the home-going of George Braithwaite

，
 after about t

w
o
 

weeks' 
illness 
with rheumatic fever. 

H
e
 had recently 

celebrated his 
70th birthday，

 and had spent forty-five 
years 
in 

Christian w
o
r
k
 in Japan. 

George Braithwaite w
a
s
 the 
second son of J. 

B
e
v
a
n
 and Martha Braithwaite. A

s
 a
 little 
boy h
e
 w
a
s
 troubled with an 

impediment in 
his 
speech
，
 and his 
development w

a
s
 slow，
 but he early responded to 

religious 
influences. 

T
h
e
 dogged 

obstinacy which characterised h
i
m
 as a
 child b
e
c
a
m
e
 in 
after years the indomitable perseverance w

h
e
r
e
b
y
 he overcame 

the m
a
n
y
 obsta
c1
es that m
e
t
 h
i
m
 in his w
o
r
k
 in Japan. 

T
h
e
 call 
to 
w
o
r
k
 abroad s
e
e
m
s
 to 
have c
o
m
e
 quite early in 

his 
business life

，
 and during his journey as 

a
 commercial 

traveller for 1. 
Braithwaite and Sons

，
 
Kendal
，
 
he w
a
s
 diligently trying to acquire the rudiments of Chinese: that being the 

country 
to 
which 
he 
w
a
s
 
first 
attracted. 

Several 
years 
passed 
and 
he 
w
a
s
 becoming 

increasingly 
valuable 
to 
his 

employers
，
 
but the steady purpose remained; and w

h
e
n
 in the spring of 1886 the w

a
y
 opened in the direction of Japan

，
 
he 

gladly responded. H
e
 w
e
n
t
 out in 
April of that year as sub-agent of the British and Foreign and Scotch Bible Societies. 

T
h
e
 initial 
di
旺
iculties
of the language did not prevent George

仕
o
m
starting w
o
r
k
 almost at 

once in 
the distribution of 

Christian literature
，
 and in 
other ways. During the thirteen years of his 

connection with the Bible Society，
 he travlled 

extensively in 
the interior，

 going into places w
h
e
r
e
 no European had preceded him. T

h
e
 experience of native life 

thus 
内山∞【

Jnu-uhQムヤHbd円ムrhい・hlmh



acquired w
a
s
 invaluable in 

after years，
 though the hardships incurred a

n
d
 the
仕
equent
changes f

r
o
m
 foreign to 

native 

food，
 
tried his health. Returning f

r
o
m
 his first furlough in .1894，

 
h
e
 encountered a

 series of difficu1t
ies w
h
i
c
h
 for the time 

checked the w
o
rk. 
Floods a
n
d
 drought crippled the resources of the farmers: a

n
d
 in A
u
g
u
s
t
 the Society's D

e
p
o
t
 in T
o
k
y
o
 

w
a
s
 destroyed b

y
 fire，
 with all 
their b
o
o
k
s
 a
n
d
 types. 
For several m

o
n
t
h
s
 they w
e
r
e
 unable to 

obtain another suitable 

place，
 
so that the sales for the year w

e
r
e
 m
u
c
h
 lower. T
h
e
 following year，

 
h
o
w
e
v
e
r，
 1895，
 
s
h
o
w
e
d
 a
 marvellous increase，

 

reaching the extraordinary n
u
m
b
e
r
 of a
 quarter of a

 million. T
h
e
 w
a
r
 with China h

a
d
 brought fresh opportunities，

 an
d
 a
 

tiny edition of the Gospel of J
 
o
h
n
 w
a
s
 specially printed for distribution a

m
o
n
g
 the soldiers. A

 fe
w
 years later similar w

o
r
k
 

w
a
s
 d
o
n
e
 during the Russo-Japanese War. 

G
e
o
r
g
e
 Braithwaite's o

w
n
 Christian experience w

a
s
 a
 joyful one. His faith in 

God's forgiving love as revealed in Jesus 

Christ w
a
s
 s
i
m
p
l
e
a
n
d
 steadfast，

 and h
e
 w
a
s
 eager to use every opportunity of m

a
k
i
n
g
 k
n
o
w
n
 his glad m

e
s
s
a
g
e
 to 
the 

Japanese. 
S
o
o
n
 after 
getting 
to Japan h

e
 h
a
d
 h
a
d
 the litt1
e
 tract，
 "John 3.16，" 

a
n
d
 also 
his 
favourite 

"Old 
Old Story，" 

translated，
 
a
n
d
 m
a
n
y
 thousands of both these w

e
r
e
 distributed b

y
 him. During his years of service with the Bible Society， 

h
e
 s
a
w
 the completion of the Japanese translation of the w

h
o
l
e
 Bible
，
 and h
a
d
 himself helped in correcting the proofs

，
 as 

well as in 
transliterating the N

e
w
 T
e
s
t
a
m
e
n
t
 into R
o
m
a
n
 characters

，
 wh
e
n
 a
n
 edition w

a
s
 n
e
e
d
e
d
 for use in 

the public 

schools. 

A
1t
h
o
u
g
h
 his poor health obliged h

i
m
 to resign his post as agent of the British a

n
d
 Foreign Bible Society in 

1899，
 his 

interest in providing Christian literature for the Japanese w
a
s
 unabated，

 and
 h
e
 devoted the last twenty-nine years of his 

life 
to the J
 
apan B
o
o
k
 a
n
d
 Tract Society， 

w
h
o
s
e
 Secretary h

e
 n
o
w
 became. 

島
&

。同日『
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E
ar1
y
 in 
1901 George Braithwaite w

a
s
 married to 

Letitia E.
L
e
s
h，
 a
 yo
u
n
g
 Scotch missionary， 

and henceforth they w
e
r
e
 

one in their devotion to the Lord and His w
o
r
k. 
For m
a
n
y
 years L.E. Braithwaite has b

e
e
n
 a
 me
m
b
e
r
 of the Field Council 

of the ]apan Evangelistic Band. Their only son
，
 George B
u
r
n
h
a
m
 Braithwaite

，
 and his wife are working in ]apan with the 

Philadelphia Friends' Mission. 

(後:出
リ
ト
J
~
農
水
~
~
i
l
i
~
f
剖
~
f
-
J
仲
~
~
t
l
i
P
叫
及
型
~
t
"
く
初
与
三
，

tliP佃【
8
}
ム
以
~
8
程
罫
)

At the Printing W
o
r
k
，
 
]uly 5th. 
1929. the morning after the fire

，
 
with t
w
o
 principal ]apanese helpers. 

(on the right): the printer on the left 

ドニハいり-ぽQムヤHbκム'h-hi

A
s
 Secretary of the ]apan B

o
o
k
 and Tract Society G. Braithwaite w

a
s
 able to 
co-operate with other missionary bodies

，
 

and b
e
c
a
m
e
 widely known. E

a
c
h
 year he prepared and published a

 list 
of the n
a
m
e
s
 and addresses of all 

the Protestant 

missionaries 
in 
]apan
，
 which proved 

a
 mo
s
t
 valuable 

b
o
n
d
 
of 
union. 
T
h
e
s
e
 
twenty-nine 

years 
w
e
r
e
 
full 
of 
varied 

experiences. T
h
e
 long w
a
r
 with Russia

，
 1899-1905

，
 with its 
w
o
r
k
 for the soldiers and for the Russian prisoners of war; 

the Tokyo Industrial Exhibition in 
1907
，
 a宜ording
opportunities of distribution to 

the m
a
n
y
 thousands w

h
o
 flocked from 

the provinces; 
and m
a
n
y
 local 
instances of famine or 

earthquake w
h
e
n
 relief w
o
r
k
 gave special opportunities for tract 

distribution
，
 could be mentioned. W

h
e
n
 w
e
 realise what great readers the ]apanese people are and that 90 per cent. 

of 

t
h
e
m
 are literate

，
 and that m
u
c
h
 of their present-day literature 

is 
harmful
，
 we
 can better understand the value of 

such 
m
 
;¥ 
w
o
r
k.* 

『内山【
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T
h
e
 effect 
of the Great W

a
r
 w
a
s
 m
a
i
n
l
y
k
l
t
 in 
the higher cost of labour and material and of living germllyj which 

s
 

resulted in a
 great diminution of book sales. 

T
h
e
 terrible earthquake of September ，

 1923
，
 destroyed not only the Tract D

e
p
o
t
，
 
but also the printing w

o
r
k
s
，
 
w
h
e
r
e
 the 

books
，
 types and plates 

w
e
r
e
 stored. 
Four hundred employees of the great Christian printing c

o
m
p
a
n
y
 also 
perished. 

Again
，
 in 
July， 
1929
，
 the printing house w

a
s
 burnt to 

the ground
，
 together with several thousand copies of books and 

tracts and the whole of the plates and shells. It 
w
a
s
 a
 great challenge to his faith

，
 
but George Braithwaite

，
 although n
o
w
 

approaching his 70th birthday， 
bravely faced the situation. Seconded b

y
 his splendid Japanese helpers，

 
he began to plan for 

*
T
h
e
 following¥are a

 fe
w
 amongst the very m

a
n
y
 valuable books translated and published，

 
viz.: 
The Pilgrim's Progress，

 

H
ゆ
s
to 
the 
Study 01 the 

Bible，
 The travellers 

Guide，
 Trench in 
The Parables 

and o
n
 The Miracles，

 Like Christ
αn
d
 W
i
的

Christ in 
the 
School 01 Prayer by A

n
d
r
e
w
 M
u
r
r
ay， 
Talks to 
M
e
n
 αbout the Bible b

y
 R.A. Torrey， 

Christian Living b
y
 E
B
.
 

M
e
y
e
r，
 The Imitation 01 Christ b

y
 T
h
o
m
a
s
 a
 Ke
m
p
i
s
，
 Christ in 
all 
the 
Scr:争
tures
b
y
 A
.
M
.
 Hodgkin
，
 Life 01 D
r. 
Willis N. 

W
h
itney，
 and m
a
n
y
 other Christian biographies. 

the reproduction of the plates and books
，
 
and six m
o
n
t
h
s
 later in the annual report h

e
 w
a
s
 able to say that the sales w

e
r
e
 

practically una
宜
ected.
For the last five years the motto verses on his Reports have b

e
e
n，
 
"Blessed are ye that s

o
w
 beside 

all 
waters" (Is

忍
xii
，20) and "In due season w

e
 shall reap

，
 if w
e
 faint not" (Gal.vi.9). 

Besides the 
B
o
o
k
 and Tract Society our Friend gave m

u
c
h
 time and strength to 

the 
Scripture U

n
i
o
n
 of Japan
，
 the 
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Akasaka Hospital Gospel Society，
 
and m
a
n
y
 other other kindred efforts. 

T
h
e
 following points 

in 
his 
character w

e
r
e
 specially noticeable: 

his 
exceedingly careful 

attention to 
detail; 
the 
quiet 

h
u
m
o
u
r
 that lighted u

p
 his narratives of personal experiences

，
 and his 
enduring love

，
 which never slackened for those 

w
h
o
m
 h
e
 had m
a
d
e
 his friends. 

His place will be hard to fill，
 
but the w
o
r
k
 m
u
s
t
 go on. "Pray y

e
 therefore the Lord of the harvest，

 
that H
e
 will send forth 

labourers into His harvest" (Matt.9
，
 
38). 

"Yet pray that the Master 's 
eye 

M
a
y
 fall 
o
n
 the vacant place. 

M
a
y
 look o
n
 the sickle lying still 

A
n
d
 give it 
to one w
h
o
 loves His will，

 

Called b
y
 His grace. 

Yes
，
 
prayl
‘is 
the Master' s

 wo
r
d，
 

Grieve not that the reapers fall; 

B
u
t
 rather give y

e
 H
i
m
 hearty thanks

，
 

W
h
o
 liveth ever to fill 

the ranks
，
 

T
h
e
 Lord of al

l. 
11 

ぞ~吋
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In the T
i
m
e
s
 of June 2
2
n
d
 is 
a
 notice of the death of George Braithwaite

，
 of Tokyo
，
 
"from 1886-99 representative of the 

British and Foreign Bible Society in Japan，
 and for twenty-nine years of the Religious Tract Society， 

aged 70." 

1
 had the great happiness of being entertained b

y
 George and Lettice Braithwaite for six w

e
e
k
s
 w
h
e
n
 1
 visited Japan in 

the a
u
t
u
m
n
 of 1928. T

h
e
y
 gave m
e
 the freedom of their h

o
m
e
，
 
and let m
e
 c
o
m
e
 and go as 1

 liked. T
h
e
y
 w
e
r
e
 desirous that 

1
 should see and enjoy everything possible in 

the time
，
 and on the occasion of m

y
 first 
earthquake

，
 George Braithwaite 

knocked at m
y
 door after 1

 had gone to bed to m
a
k
e
 sure that 1

 had not missed it. 

With his long experience of the country and knowledge of the language，
 
George Braithwaite could get into very intimate 

touch with the people. 1
 listened to an address at the little 

meeting near his h
o
m
e
 one S
u
n
d
ay. 
1
 could not understand a

 

w
o
r
d
，
 
but 1
 could tell

仕
o
m
the faces h

o
w
 dosely they w

e
r
e
 following and appreciating every word. In life 

even m
o
r
e
 than 

in 
speech h
e
 w
a
s
 a
 true Quaker ambassador. 

George Braithwaite w
a
s
 very like 

his younger brother，
 William Charles

，
 without his 

genius but with perhaps greater 

charm. 
A
 very 
quiet 
m
a
n
，
 with 
a
 quick 
sense 
of 
h
u
m
o
u
r
 and a
 gift 
of 
telling 
quite 
unbelievable 

stories. 
O
n
e
 little 

experience of m
i
n
e
 will s
h
o
w
 h
o
w
 ready he w

a
s
 to appreciate a

 joke at his o
w
n
 expense: the Sunday paper w

a
s
 always put 

a
w
a
y
 unread till 

M
o
n
d
a
y
 morning: but one Sunday morning our Friend remarked that there w

a
s
 a
 forecast of a

 fine day. 
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1
 innocently inquired w

h
e
r
e
 he had got the n

e
w
s
，
 and h
e
 twinkled joyously at 

having b
e
e
n
 caught taking a

 little 
peep at 

the forbidden secular paper! 

1
 found that he shared the habit of spending long happy hours over quite useless e

m
p
l
o
y
m
e
nt. 
H
e
 did not play Patience

，
 

nor do jig
四s
a
w
puzzles
，
 but he collected p

e
n
n
y
 postage stamps

，
 and arranged t

h
e
m
 in 
m
a
n
y
 volumes

，
 examining t

h
e
m
 

under a
 magnifying glass and sorting t

h
e
m
 according to 

almost invisible marks. H
e
 w
a
s
 a
 lovable m
a
n
 and will be widely 

missed. 
L
U
C
Y
 E
 M
O
R
L
A
N
D
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